














（8）平成29年（2017年）12月1日　毎月1回1日発行 第504号



第504号 平成29年（2017年）12月1日　毎月1回1日発行（9）

　広報委員会は、本会に21ある常設委員会の一つで、名前の
通り各種広報活動を担務している。本稿執筆時点で構成員は6

人（理事2人、委員4人）である。主な広報活動としては、「診
療放射線技師」を国民に広く知ってもらうための活動、国民に
医療放射線と健康について考える機会を提供する活動、そして
本会の動向やイベントを会員などに周知するための活動があ
る。
　具体的には、レントゲン週間を通じ、放射線や診療放射線技
師について、国民に「正しく知っていただく」ための活動、関
連団体と協働した「がん検診受診の推進」活動、Webサイト

を活用した「各種情報の提供」「メールマガジンの発行」など
があり、各委員と事務局員が得意分野を生かし、それぞれを分
担している。
　本会Webサイトの閲覧状況としては、本年度上半期で67万
余りのページ閲覧数があり、その上位を二分しているのが、会
員向けセミナーなどの「開催予定」と、診療放射線技師という
職業を紹介している「みんなに知ってもらいたい診療放射線技

師のこと」となっている。会員のみならず、広く国民が診療放
射線技師のことを調べるためのソースとして、本会Webサイ

トを活用している状況がうかがえる。
　また本年度からはメールマガジンの配信を開始し、本会会告
やNetwork Nowへ適時にアクセス可能な環境を構築し、会
員の利便を図っている。
　本年度は他にも、国民向けに本会が発行している「～身近な
放射線の専門家～　診療放射線技師のことがわかる本」の改訂
や関連ノベルティーの入れ替えも行っており、広報委員会とし
て数多くの計画事業を進めている。
　今後の展望としては、Webサイトのスマートフォン対応や
新技術導入など、サイトリニューアルに向けた各種検討の開始
やサイトコンテンツの充実、そして何より国民へ「診療放射線
技師」という職業を理解してもらうためのスキームを考えるな
ど、会員と国民の「知りたい」に資する有効な広報（「知って
もらう」）活動を推進していきたい。

（文責：松田恵雄）

広報委員会より本会の動き

　ここ数年、やたらとJアラートが鳴る自然災害が多くなって
きたような気がする。国も早め早めの対応になってきているし、
空振りしても文句は言われない。逆に遅れて出して“手遅れに
なったら大変なことになる”と思っているのでは（ゲスの考え
だ）。頻繁に鳴ることでオオカミ少年になってしまわないかを
心配している。
　防災意識というのは地域によって大きく違う。防災意識が低
い地域では「自分たちの所ではそのような災害は起きない」と、
心の底では思っているに違いない。しかし、災害は“いつ”“ど
こで”発生するか分からない。万が一の意識を持って、普段か
ら防災の意識を高く持つことが重要である。では、どうすれば
防災意識を高められるのかを考えてみる。まず一番いいのは災
害をイメージすることだ。災害をイメージするのに必要なこと
は、生き残るため、死なないための努力である。比較的防災対
策として多いのは、非常食の準備と備蓄をすることである。備
蓄はあくまで生き残ってからのことなので、まずは生き残るた
めにどうすればいいかを考えておくことが大事になってくると
思う。それには防災に対して興味を持ち、災害について少しで
も知識を得ることが大事ではなかろうか。知っているのと知ら
ないのとでは、実際に災害が起きたときの対処は変わってく

る。これは救急救命法についてもいえることで､ 一度経験する
と、ある程度できるようになるものだ。業務拡大に伴う統一講
習会でAEDの実習がある。基本的にはAEDのアナウンスに従
って、その通りにやればできるのだが、それがどれだけ大変か、
経験したことがあるかないかでずいぶん変わってくると思う。
　同じように、災害についても自分でイメージしてみることが
大切である。何かをイメージすることは、日常生活においてさ
ほど特別なことではないと思う。例えばデートをする場合、事
前にデートコースを考えると思うし、旅行に行くときもいろい
ろ考えるはずだ。災害についても同じように「もし、今、地震
が発生したらどうするか」を考えてみることが大切である。例
えば「ここから物が落てくるな」「このガラスも割れるかもしれ
ないな」など、災害をイメージしておくことである。“物が落ち
てくるならどうするか”を想像しておくと、実際に災害が起き
たときに慌てないで済むようになると思われる。
　災害避難訓練が行われるならぜひ参加して、経験を積み、
「自分の命は自分で守る」を心に踏まえ、近い将来発生するであ
ろう大災害に備えてほしい。
 （文責：北川明宏）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o n防 災 意 識 の向 上
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

information

ホームページからでも、書類でも・・・本会への入会は、次のいずれかの方法によりお手続きいただけます。

書類のご提出によるお手続きの場合は「申込書」を本会事務局までご請求ください。
TEL：03-5405-3612　　E-mail：info@jart.or.jp

ぜひ周りの非会員の方に、お知らせください。

本会への入会手続きについて（お知らせ）

1 本会ホームページ（http://www.jart.jp）から“新規入会はこちらから”をクリック
2 書類のご提出

information
12月・1月の講習会などスケジュールのご案内
■ 業務拡大に伴う統一講習会： 岐　阜　　12月16日（土）～17日（日） 栃　木　　 1月　7日（日）～ 8日（月・祝）
 京　都　　 1月　7日（日）～ 8日（月・祝） 山　口　　 1月13日（土）～14日（日）
 宮　崎　　 1月14日（日）・21日（日） 東　京　　 1月20日（土）～21日（日）
 新　潟　　 1月21日（日）・28日（日） 静　岡　　 1月21日（日）・28日（日）
 北海道　　 1月27日（土）～28日（日） 香　川　　 1月27日（土）～28日（日）
 鹿児島　　 1月27日（土）～28日（日）
■ 基礎技術講習（画像等手術支援）： 愛　知　　12月23日（土・祝）
■ 基礎技術講習（X線CT検査）： 岐　阜　　 1月14日（日）
■ 基礎技術講習（MRI検査）： 茨　城　　 1月27日（土）
■ 医療被ばく低減施設認定取得セミナー： 大　阪　　12月17日（日）
■ 下部消化管（注腸）認定診療放射線技師認定講習会： 東　京　　 1月　6日（土）～ 7日（日）
■ 「看護学」（実習）講習会： 愛　知　　 1月14日（日）
■ Ai認定講習会： 愛　知　　 1月20日（土）～21日（日）
■ ナイトセミナー： 東　京　　 1月22日（月）
■ マネジメント研修会： 大　阪　　 1月27日（土）～28日（日）
■ 読影セミナー： 愛　知　　 1月28日（日）
■ 認定資格試験： 東　京　　 1月28日（日） 大　阪　　 1月28日（日）

瑞宝双光章 菊田泰亘（広島県） 北村登喜男（徳島県） 小谷善伸（茨城県） 進藤茂男（山梨県）
 鈴木啓和（東京都） 千田久治（神奈川県） 鳥羽　古（徳島県） 望月　守（静岡県）
 渡邊和美（広島県） 熊谷道朝（富山県） 田頭裕之（愛媛県）
瑞宝単光章 川上康人（長崎県） 坂田幸三（神奈川県） （敬称略・順不同、括弧内は所属地域）

平成29年　秋の叙勲受章者 ─おめでとうございます─

information

　会誌に掲載する診療放射線技師募集の求人広告を随時受け付けております。申込書ならびに募集要項につき
ましては、本会ホームページ（各種様式→その他）よりダウンロードしてご確認ください。
　なお、掲載月の前月5日が掲載申し込みの締め切りとなっております。

JART求人広告掲載について
information


